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市29万人と続く）とは擁する人口に大幅な差が見られた（22）。一方で頒暦数の上位道府県は，
既述の通り，大阪が全国1位であり，次点が東京，そして福岡，北海道，熊本，鹿児島，三重
と続いて，8位に兵庫，さらに秋田，宮城と続き，11位に愛知であった。ここに名前が挙がら
なかった京都や神奈川は，他の道府県と比較しても低い頒暦数を記録した府県である。
また，人口あたりの暦の流通度合を示す頒暦率で全国の平均以上を記録しているのは，
この六大都市を有する府県のうちわずかに大阪172（1,000戸あたり172部の頒暦）のみで
あった。その他の東京，兵庫，愛知，神奈川，京都の5府県のそれは全て平均以下，京都と
神奈川にいたっては頒暦率の低かった道府県のワースト4位と7位であり，全国のほぼ
最低ランクの数値を記録した。京都と神奈川の平均頒暦率はそれぞれ43と46，すなわち
1,000戸あたり43部，46部の頒暦で，頒暦率の全国トップの熊本318，続いて秋田304，岩
手279，佐賀273，宮城269，奈良236，三重236，鹿児島227などと比べると大変大きな差が
あった。頒暦率トップレベルの県内にある都市の人口（昭和10年）はそれぞれ，熊本市19
万人，秋田市6万人，盛岡市7万人，佐賀市5万人，仙台市22万人，奈良市6万人，津市7万
人，鹿児島市18万人であり，熊本，宮城，鹿児島は当時において中規模の市部を有してい
たといえるかもしれないが，秋田，岩手，佐賀，奈良，三重は全国的に見ても小規模な市部
であったといえる。
このように見てみると，日本で最大規模の市を有していた大阪は若干異なる動きをして
はいるものの，規模の大きな都市を有する府県における暦の流通度合は相対的に低い傾向
にあったことがわかる。この結果はあくまで道府県ごとの値であるから，即座に都市部に
おける官暦の流通度合が低いと判断することはできないが，暦使用のあり方と官暦の授受
との関連性が薄い可能性を示唆すると同時に，官暦の流通度合には新旧暦の使用割合とい
う変数以外の要素が関わっていることを窺わせるものといえる。
４．終わりに
本稿では以下のことが明らかになった。これまで暦の流通における地域的偏りについて
の知見はなかったが，30年ほどの中長期スパンでも道府県別で頒暦率の高低におおよそ一
定の傾向があり，地域的な偏りが見られた。
頒暦数の高低については，本稿で扱った期間の年あたりの平均値が高い道府県は高い順
で，大阪，東京，福岡，北海道，熊本，鹿児島，低い道府県は低い順で，鳥取，香川，沖縄，
徳島，島根と続いた。これは当然ながら各道府県の有する人口と関連があり，人口の多い
道府県において頒暦数は多く，少ない道府県において少ない傾向が見られたが，大阪に比
べて圧倒的に人口の多かった東京が，大阪よりも流通量が少ない点は注目すべき点である
といえる。
頒暦率についても頒暦数と同様，同期間において高い地域は一貫して高く，低い地域は
低いといった地域的傾向の固定化を見ることができた。頒暦率が高い傾向の地域は，北海
道地方，新潟を含み山形・福島を除いた東北地方，三重・奈良・大阪の近畿南東部，宮崎
と沖縄を除いた九州地方であった。一方で低い傾向の地域は，関東地方及び中国地方を筆
（22）  総務省統計局の人口動態統計データ（http://www.stat.go.jp/data/chouki/02.htm）を参考にした。
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頭として，沖縄，そして四国地方，また新潟・岐阜を除いた中部地方も含めることができる。
関東地方は，全国的にも頒布率が低かった地域といえる。
また，従来から新暦の普及が進んでいると指摘されてきた都市部において，暦の頒布率
が低いという結果も見られた。新暦の普及が進んでいる地域は高い頒暦率が見られるとい
うような，頒暦率と新暦の普及との関連は見出しにくい。新暦の浸透が早くから進んだ地
域とされてきた京都などは好個の例であり，新暦使用者が多いといわれてきた地域ではあ
るが，官暦の頒暦率は全国的に見ても最低ランクであった。新暦の普及と官暦の頒布とは，
必ずしも関連しないのである。
本稿では地域ごとの頒暦の偏りについて考察してきたが，最後にこれら地域差の背景と
なる可能性のある事象についても触れておきたい。都市部における頒暦率の低さには，官
許を得ずとも商店などが顧客に頒布することができた「一枚刷り略暦」（23）の流通量が農村
部よりも多く，「偽暦」（24）なども手に入りやすかったであろうことが関わっているかもしれ
ない。都市部における暦の選択肢の広さは，選択肢が限られた地域よりも相対的に官暦を
求める比率を下げる要因として働くだろう。全国の頒暦率の偏りについては，すでに先の
論文でも述べたように（25），隣組の組織の強弱など緊密な地域社会の紐帯の有無，中央政府
に対する距離，神宮崇敬の念の強弱や伊勢信仰が地域の信仰と競合的か否か，また個人の
信仰と抵触するか否かなどの要因も考えられよう。また，現代広く見られる月単位で構成
されたいわゆるカレンダー―たとえば新聞の全国紙の付録にもなった―や日めくりカ
レンダーの普及も要因として考慮すべきだろう。なお東北や九州の諸県の頒暦率が高かっ
た要因，巨大都市を有した大阪が比較的高い頒暦率を保っていた理由，関東地方の頒暦率
が低い原因などについては未解明な点が多く，今後の課題としたい。
＊本稿はJSPS科研費16K16706（研究代表者：下村育世）による研究成果の一部であ
る（26）。
 （2017.8.20受稿，2017.9.6受理）
（23）  一枚の紙に，暦の主要な概略がわかるようにした略暦。柱や壁などに貼って用いた。明治15年第8号達で「一
枚刷略暦は明治一六年暦より何人に限らず出版条例に準拠し出版することを得」とされ，本暦と略本暦は神
宮司庁からのみの頒布とされる一方で，一枚刷略暦は自由化された。
（24）  明治16年暦以降について述べると，神宮司庁以外から頒布される一枚刷り以外の暦，さらには一枚刷りで
あっても定められた記載事項以上の事柄が掲載された暦については，「偽暦」として取締対象となった。
（25）  荒川・下村，前掲論文（２），96頁。
（26）  本稿は，下村が『神宮便覧』及び『神宮大麻及暦頒布統計表』，『神宮大麻及暦拝受統計表』，『瑞垣』といった刊
行物調査を行い，それを基に下村が本文を執筆し，荒川（共著）と協議の上，全体を完成させた。なお既刊分に
ついては「戦後における暦の再編（１）」は荒川，同（２）は下村，同（３）は荒川が，それぞれ本文執筆を担当し，
共著者と相互に綿密な議論をくり返し原稿を完成させた。
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〔抄　録〕
本稿では，従来明らかにされてこなかった頒暦の地域的偏りについて，大正期から昭和
戦中期にかけてその実態を明らかにした。当該期間における神宮から頒布された官暦（本
暦及び略本暦）数は，道府県ごとに大きな差があり，人口当たりの頒暦率においても大き
な差があった。政府から官許された独占的な頒暦であったにもかかわらず，大正・昭和戦
中期においてもなお地域的偏りがあったことは，興味深いことである。得られた知見は，
主として以下の四点である。
第一に，官暦は朝鮮，台湾，満州・関東州，樺太，布哇，居留地等の外地にも頒布されたが，
時代を経るに従って，外地への頒暦は頒布数においても，内地を含めた全頒暦数における
割合においても，増加傾向にあることが分かった。
第二に，内地について見ると，頒暦数は多い順に大阪，東京，福岡，少ない順に鳥取，香
川，沖縄であった。頒暦数の最も多かったのは大阪であり，最多の人口を擁した東京より
も多かったことは特に注目される点である。道府県別の頒暦数は，調査期間全体の平均で
見たとき，人口比を原因とするにとどまらない偏りを持っているが，そうした傾向は，地
域別年次推移として見ても，大きく変動するものではなかった。
第三に，戸数を単位とする頒暦率で見ると，高い順に熊本，秋田，岩手，宮城，佐賀，三
重，奈良があがり，これらの県は全期間を通じて全国平均を上回った。例外は何県かある
が，概して東北地方，近畿南東部，九州地方の率が高い。他方，率の低い府県は低い順に鳥
取，沖縄，徳島，京都，神奈川，埼玉，茨城，千葉，島根，岡山，長野，群馬があがり，これら
の府県は全期間を通じて全国平均を下回った。これも例外はあるが概して，関東地方，中
国地方，沖縄，四国地方，中部地方が低かったといえる。
第四に，際立って人口の多かった東京市，大阪市，神戸市，名古屋市，横浜市，京都市の
いわゆる六大都市を有する府県について見ると，大阪を例外として，他の府県はいずれも
全国平均を下回るか，最低ランクの頒暦率であった。こうしたことから，大阪を例外とし
て大都市における頒暦率は低かったことが推測される。都市部は早くから新暦が普及浸透
したといわれているが，新暦の浸透による暦日意識の変容と，官暦の普及とは，必ずしも
連動しないことが考えられる。
